
2013.12.12　みんなで支える森林づくり県民会議　現地調査資料

１　事業主体 大日向桜・里地を守る会（会長：宮本　勇雄さん）

２　実施地区 須坂市　大日向町

３　事業内容 200m

50本

300㎡

1式

４　支援額

５　区域図

里山利用総合支援事業（森林づくり県民税活用事業）

300,000円

里山遊歩道整備

植栽（サクラ・ブナ他）

森林整備

伐採木利用の薪づくり
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大日向町 整備森林の遠景 森林整備は住民参加で実施

整備した森林内で木工体験を実施 整備で発生した木材を

地域住民の皆さんで薪に加工

多くの皆さんが地区内の桜見学に来訪され、地域で「お・も・て・な・し」 小水力発電にも挑戦しています。

【参 考】



 

 

１  事業主体 

   海野町商店街振興組合 

 

２  場 所 

  上田市中央 2 丁目 海野町パーク、商店街歩道 

 

３  事業内容 

事 業 名 事業内容 事業費(円) 補助率 補助金額(円) 

木のぬくもり de

あったか発見事業 

木製ベンチ制作費 586,172 

10/10 

以内 
2,185,000 

パーキング木塀制作費 1,543,248 

親子で木工制作費 165,712 

計 2,295,132 

 

４  事業実施後の聞き取り調査結果 

（１）木工教室(平成 25 年 10 月 19 日「秋のﾌｰﾄﾞｻﾐｯﾄ」) 

① 講師として参加した大工組合 

 ・「県産材を使った初めての木工広場」なので、我々組合員もいつもとは違う気持ちで参

加した。体験者の方もその魅力に引かれ大勢お集まり頂いた。参加者が材料を手に取る

と木目や温もりを感じながら「きれい」「いいね」と必ずというほど言っていた。我々

も県産材を使った住宅の事や在来工法の話もでき組合のアピールにも繋がった。子ども

たちに、ものづくりの楽しさを体感させることができ良かった。あの笑顔を見るとパワ

ーをもらえる。 

本当に素晴らしい企画、ありがとうございました。 

② 参加者 

・木の特徴、工作する上でのｱﾄﾞﾊﾞｲｽをいただいた事で楽しく出来た。 

・木の香りがとってもよかった。 

・普段体験できないことが経験できた。 

・親子で工作をする事の楽しさが癖になりそう。 

・木で作った物に目が行きそう。 

・自分の周りに県産材がどれくらい使われているのか知りたくなった。 

 

（２）木塀とベンチ 

   ・商店街の個店から、「公園がきれいになったね。」「雰囲気が変わったよ。」「香りがとっ

てもいいね。」とお客さんがうれしそうに来店されるという声を多々聞くようになった。 

・ベンチにゆったりと腰をかける姿がとっても気持ちよさそうで「県内の木で作っている

んだね。」と話しかけてくださる方もいます。 

 

 

 

平成 25年 10月 19 日   秋のフードサミット 

木工教室 
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海野町パーク木塀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベンチ 

 

 

信州の木活用モデル地域支援事業（森林づくり県民税活用事業） 

東御市産のカラマツを使っています。 

東御市産のカラマツを使っています。 

東御市産のスギを使っています。 
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